
信
用
評
価
調
整

（
Ｃ
Ｖ
Ａ
）
と
は

　

Ｃ
Ｖ
Ａ
（C

redit valuation ad-
justm

ents

）
と
は
、
取
引
相
手
方

の
信
用
力
を
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の

評
価
額
に
反
映
す
る
公
正
価
値
調
整

の
こ
と
を
言
う
。
す
な
わ
ち
、
取
引

相
手
方
が
デ
フ
ォ
ル
ト
し
な
い
前
提

で
計
算
し
た
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の

評
価
額
と
取
引
相
手
方
の
デ
フ
ォ
ル

ト
の
可
能
性
を
加
味
し
た
評
価
額
の

差
額
が
Ｃ
Ｖ
Ａ
と
な
り
、
カ
ウ
ン
タ

ー
パ
ー
テ
ィ
ー
リ
ス
ク
の
価
値
を
表

わ
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　

通
常
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
に
お

い
て
は
、
取
引
相
手
方
と
ネ
ッ
テ
ィ

ン
グ
契
約
を
締
結
し
て
お
り
、
取
引

相
手
方
の
デ
フ
ォ
ル
ト
時
に
は
同
一

契
約
下
の
複
数
の
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取

引
か
ら
生
じ
る
債
権
・
債
務
を
相
殺

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
証
拠
金
の
授
受
は
ネ
ッ
テ
ィ
ン

グ
契
約
単
位
で
行
わ
れ
る
。
そ
の
た

め
、
Ｃ
Ｖ
Ａ
の
計
測
は
通
常
、
取
引

単
位
で
は
な
く
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
契
約

単
位
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
取
引
相
手
方
の
信
用
力
の

み
を
考
慮
し
た
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
の
時

価
調
整
の
こ
と
を
「
単
方
向
Ｃ
Ｖ

Ａ
」
と
呼
ぶ
の
に
対
し
、
会
計
上
は

取
引
相
手
方
の
信
用
力
に
加
え
て
自

社
の
信
用
力
も
考
慮
す
る
こ
と
が
一

般
的
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
双
方
向
Ｃ

Ｖ
Ａ
」
と
呼
ぶ
。
す
な
わ
ち
、
デ
リ

バ
テ
ィ
ブ
取
引
の
時
価
が
正
の
場
合

２
０
１
７
年
12
月
に
公
表
さ
れ
た
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
最
終
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の
相

手
方
の
信
用
力
を
評
価
額
に
反
映
す
る
信
用
評
価
調
整
（
Ｃ
Ｖ
Ａ
）
リ
ス
ク
の
計
測
に
つ
い
て
、
各
金

融
機
関
の
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の
規
模
・
特
性
等
を
ふ
ま
え
た
二
つ
の
計
測
手
法
お
よ
び
一
つ
の
簡
便

法
が
用
意
さ
れ
た
。
現
行
規
制
に
お
け
る
Ｃ
Ｖ
Ａ
リ
ス
ク
計
測
上
の
課
題
（
市
場
要
因
に
よ
る
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
変
動
リ
ス
ク
の
捕
捉
、
会
計
と
規
制
の
乖
離
、
限
定
的
な
適
格
ヘ
ッ
ジ

の
範
囲
）
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
金
融
機
関
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
リ
ス
ク
管
理
の
実
務
を
よ
り

適
切
な
か
た
ち
で
所
要
自
己
資
本
額
の
計
測
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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に
は
取
引
相
手
方
の
デ
フ
ォ
ル
ト
に

よ
り
勝
ち
分
を
回
収
で
き
な
く
な
る

リ
ス
ク
が
あ
る
の
に
対
し
、
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
取
引
の
時
価
が
負
の
場
合
に

は
自
己
の
デ
フ
ォ
ル
ト
に
よ
り
負
け

分
の
支
払
い
が
免
除
さ
れ
る
利
益

（
Ｄ
Ｖ
Ａ
）
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
自
己
資
本
比
率
規

制
上
は
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
防
止
の

観
点
か
ら
Ｄ
Ｖ
Ａ
を
普
通
株
式
等

T
ier1

（
Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
）
か
ら
控
除
す

る
取
扱
い
と
な
っ
て
お
り
、
単
方
向

Ｃ
Ｖ
Ａ
を
前
提
と
し
て
い
る
。
本
稿

に
お
い
て
も
Ｃ
Ｖ
Ａ
と
い
っ
た
場
合

は
、
単
方
向
Ｃ
Ｖ
Ａ
を
指
す
。

実
務
に
お
け
る

Ｃ
Ｖ
Ａ
管
理

　

Ｃ
Ｖ
Ａ
は
、
貸
出
金
等
に
対
す
る

引
当
金
と
同
様
に
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ

取
引
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
（
Ｅ
Ａ

Ｄ
）、
デ
フ
ォ
ル
ト
確
率
（
Ｐ
Ｄ
）、

デ
フ
ォ
ル
ト
時
損
失
率
（
Ｌ
Ｇ
Ｄ
）

の
水
準
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
Ｃ
Ｖ

Ａ
の
計
測
に
あ
た
っ
て
は
、
市
場
で

観
察
さ
れ
る
Ｃ
Ｄ
Ｓ
等
の
ス
プ
レ
ッ

ド
か
ら
Ｐ
Ｄ
を
推
計
（
市
場
イ
ン
プ

ラ
イ
ド
Ｐ
Ｄ
）
す
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
際
に
前
提
と
な
る
数
値
が
Ｌ
Ｇ

Ｄ
に
も
用
い
ら
れ
る
。

　

一
方
、
Ｅ
Ａ
Ｄ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
フ

ァ
ク
タ
ー
（
金
利
、
為
替
等
）
の
将

来
推
移
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、

各
シ
ナ
リ
オ
に
お
け
る
ネ
ッ
テ
ィ
ン

グ
セ
ッ
ト
の
将
来
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ

ー
を
計
算
し
、
そ
の
う
ち
の
正
の
エ

ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
期
待
値
を
と
る

こ
と
で
計
算
さ
れ
る
。
貸
出
金
等
に

対
す
る
引
当
金
と
の
相
違
点
と
し
て

は
、
市
場
要
因
に
よ
り
デ
リ
バ
テ
ィ

ブ
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
が
変
動
し
、

そ
れ
に
よ
り
Ｃ
Ｖ
Ａ
も
変
動
す
る
点

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

そ
の
た
め
、
Ｃ
Ｖ
Ａ
の
リ
ス
ク
管

理
に
お
い
て
は
、
取
引
相
手
方
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
ス
プ
レ
ッ
ド
の
変
動
リ
ス

ク
に
加
え
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
フ
ァ
ク
タ

ー
に
よ
る
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
変

動
リ
ス
ク
も
管
理
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
る
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
ス
プ

レ
ッ
ド
と
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
変

動
に
相
関
関
係
が
あ
る
場
合
に
は
、

誤
方
向
リ
ス
ク
の
管
理
も
重
要
と
な

る
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
ス
プ
レ
ッ
ド
の
変
動

リ
ス
ク
に
対
し
て
は
通
常
、
取
引
相

手
方
の
Ｃ
Ｄ
Ｓ
等
を
用
い
て
ヘ
ッ
ジ

（
ク
レ
ジ
ッ
ト
ヘ
ッ
ジ
）
を
行
う
の

が
一
般
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
必
ず

し
も
Ｃ
Ｄ
Ｓ
市
場
の
流
動
性
が
高
く

な
く
、
取
引
相
手
方
を
直
接
参
照
し

た
シ
ン
グ
ル
ネ
ー
ム
Ｃ
Ｄ
Ｓ
を
用
い

た
ヘ
ッ
ジ
が
困
難
な
場
合
も
あ
る
。

そ
の
場
合
に
は
、
た
と
え
ば
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
Ｃ
Ｄ
Ｓ
を
用
い
た
ヘ
ッ
ジ
や
、

類
似
企
業
（
同
一
業
種
・
地
域
）
の

Ｃ
Ｄ
Ｓ
を
使
用
し
た
プ
ロ
キ
シ
ー
ヘ

ッ
ジ
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。
一
方
、

市
場
要
因
に
よ
る
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ

ー
の
変
動
に
対
し
て
は
、
先
物
や
ス

ワ
ッ
プ
や
オ
プ
シ
ョ
ン
等
を
使
用
し

て
ヘ
ッ
ジ
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
ヘ
ッ
ジ
）

を
行
う
。
ま
た
、
Ｃ
Ｖ
Ａ
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
と
し
て
は
、
ヘ
ッ
ジ
以
外
に

も
、
担
保
契
約
の
見
直
し
等
を
通
じ

て
Ｃ
Ｖ
Ａ
の
絶
対
額
を
抑
制
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
担

保
契
約
を
締
結
し
て
変
動
証
拠
金
や

当
初
証
拠
金
を
取
引
相
手
方
と
授
受

し
て
い
る
場
合
に
は
、
エ
ク
ス
ポ
ー

ジ
ャ
ー
の
削
減
を
通
じ
て
Ｃ
Ｖ
Ａ
金

額
を
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

通
常
、
先
進
的
な
金
融
機
関
は
、

他
の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
デ
ス
ク
と
は

独
立
し
た
Ｃ
Ｖ
Ａ
デ
ス
ク
を
設
け
、

そ
こ
で
Ｃ
Ｖ
Ａ
を
一
元
的
に
管
理
し

て
い
る
。
Ｃ
Ｖ
Ａ
デ
ス
ク
は
、
Ｃ
Ｖ

Ａ
の
ヘ
ッ
ジ
以
外
に
も
、
Ｃ
Ｖ
Ａ
の

リ
ス
ク
管
理
や
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
機
能
、

さ
ら
に
は
担
保
契
約
の
見
直
し
等
の

役
割
も
担
っ
て
い
る
。
後
述
す
る
が
、

新
た
な
Ｃ
Ｖ
Ａ
の
枠
組
み
で
は
、
こ

の
Ｃ
Ｖ
Ａ
デ
ス
ク
の
設
置
が
最
も
リ

ス
ク
感
応
的
な
手
法
を
用
い
る
際
の

一
つ
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

現
行
の
Ｃ
Ｖ
Ａ
リ
ス
ク

計
測
の
枠
組
み
と
課
題

　

金
融
危
機
の
際
、
Ｃ
Ｖ
Ａ
に
伴
う

時
価
損
失
が
実
際
の
取
引
相
手
方
の

デ
フ
ォ
ル
ト
か
ら
生
じ
る
損
失
よ
り

も
大
き
か
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
２

０
１
０
年
に
公
表
さ
れ
た
バ
ー
ゼ
ル

Ⅲ
で
は
、
取
引
相
手
方
が
デ
フ
ォ
ル

ト
し
た
場
合
に
備
え
た
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
信
用
リ
ス
ク
（
Ｃ
Ｃ

Ｒ
）
に
加
え
て
、
取
引
相
手
方
の
信

用
力
変
化
か
ら
生
じ
る
Ｃ
Ｖ
Ａ
の
時

価
変
動
リ
ス
ク
に
対
す
る
自
己
資
本

の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

現
行
規
制
で
は
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ

取
引
等
の
規
模
が
大
き
い
先
進
的
な

金
融
機
関
を
念
頭
に
置
い
た
先
進
的

リ
ス
ク
測
定
方
式
と
、
そ
れ
以
外
の

金
融
機
関
を
念
頭
に
置
い
た
標
準
的

リ
ス
ク
測
定
方
式
の
二
つ
の
計
測
手

法
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

先
進
的
リ
ス
ク
測
定
方
式
で
は
、

Ｃ
Ｃ
Ｒ
の
内
部
モ
デ
ル
で
あ
る
期
待

金融財政事情 2018． 2．1233



エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
方
式
（
Ｉ
Ｍ

Ｍ
）
に
よ
り
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
を

計
測
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
ス
プ
レ
ッ
ド

の
変
動
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
ス
ク
規
制

上
の
個
別
リ
ス
ク
の
バ
リ
ュ
ー
・
ア

ッ
ト
・
リ
ス
ク
（
Ｖ
ａ
Ｒ
）
お
よ
び

ス
ト
レ
ス
Ｖ
ａ
Ｒ
に
よ
り
計
測
を
行

う
。
一
方
、
標
準
的
リ
ス
ク
測
定
方

式
で
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｒ
で
使
用
す
る
エ
ク

ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
額
や
取
引
相
手
の
格

付
に
基
づ
い
た
リ
ス
ク
ウ
ェ
イ
ト

（
Ｒ
Ｗ
）
を
も
と
に
、
バ
ー
ゼ
ル
委

が
設
定
す
る
関
数
に
基
づ
い
て
Ｃ
Ｖ

Ａ
リ
ス
ク
に
対
す
る
所
要
自
己
資
本

額
を
算
出
す
る
。

　

も
っ
と
も
、
現
行
規
制
に
つ
い
て

は
、
お
も
に
以
下
の
よ
う
な
課
題
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
。

　

第
１
に
、
現
行
規
制
で
は
、
取
引

相
手
方
の
信
用
力
の
変
動
に
よ
る
Ｃ

Ｖ
Ａ
変
動
リ
ス
ク
は
捕
捉
し
て
い
た

も
の
の
、
市
場
要
因
に
よ
る
エ
ク
ス

ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
変
動
に
伴
う
Ｃ
Ｖ
Ａ

変
動
リ
ス
ク
お
よ
び
そ
の
た
め
の
ヘ

ッ
ジ
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
ヘ
ッ
ジ
）
を
適

切
に
捕
捉
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

　

第
２
に
、
会
計
上
の
Ｃ
Ｖ
Ａ
と
規

制
上
の
Ｃ
Ｖ
Ａ
に
乖
離
が
生
じ
て
い

た
。
前
述
の
と
お
り
、
先
進
的
リ
ス

ク
測
定
方
式
で
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｍ
に
よ
り

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
計
測
が
な
さ
れ

る
。
会
計
上
、
Ｃ
Ｖ
Ａ
は
公
正
価
値

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
リ
ス
ク
中
立
確

率
を
も
と
に
評
価
さ
れ
る
の
に
対
し
、

リ
ス
ク
計
測
で
用
い
ら
れ
る
Ｉ
Ｍ
Ｍ

等
で
は
、
リ
ス
ク
中
立
確
率
で
は
な

く
現
実
の
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
デ
ー
タ

（
実
確
率
）
を
も
と
に
計
測
が
な
さ

れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
Ｉ

Ｍ
Ｍ
で
は
保
守
的
な
リ
ス
ク
計
測
の

観
点
か
ら
、
マ
ー
ジ
ン
ピ
リ
オ
ド
の

設
定
や
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
認
識
等
に

お
い
て
会
計
よ
り
保
守
的
な
前
提
条

件
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

差
異
に
よ
り
、
会
計
上
の
Ｃ
Ｖ
Ａ
の

変
動
を
ヘ
ッ
ジ
す
る
目
的
で
ヘ
ッ
ジ

取
引
を
行
っ
て
も
、
規
制
上
、
所
要

自
己
資
本
の
削
減
に
つ
な
が
ら
な
い

事
態
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

第
３
に
、
規
制
上
の
適
格
ヘ
ッ
ジ

の
範
囲
が
限
定
的
で
あ
っ
た
。
た
と

え
ば
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
ヘ
ッ
ジ
に
つ
い

て
は
、
現
行
規
制
で
も
適
格
ヘ
ッ
ジ

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

認
め
ら
れ
る
商
品
が
取
引
相
手
方
を

直
接
参
照
し
た
シ
ン
グ
ル
ネ
ー
ム
Ｃ

Ｄ
Ｓ
や
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
Ｃ
Ｄ
Ｓ
に
限

定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
類
似
銘
柄
の

Ｃ
Ｄ
Ｓ
を
用
い
た
プ
ロ
キ
シ
ー
ヘ
ッ

ジ
は
適
格
ヘ
ッ
ジ
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
ヘ
ッ
ジ
に
つ
い
て
も
適
格
ヘ
ッ
ジ

と
み
な
さ
れ
ず
、
別
途
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
リ
ス
ク
の
計
測
対
象
に
含
ま
れ
て

し
ま
う
こ
と
で
、
か
え
っ
て
所
要
自

己
資
本
が
増
え
て
し
ま
う
な
ど
、
Ｃ

Ｖ
Ａ
ヘ
ッ
ジ
の
デ
ィ
ス
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
を
生
じ
さ
せ
る
問
題
も
あ
っ
た
。

新
た
な
Ｃ
Ｖ
Ａ
リ
ス
ク

計
測
の
枠
組
み
と
特
徴

　

新
規
制
で
は
、
各
金
融
機
関
の
デ

リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の
規
模
・
特
性
等

を
ふ
ま
え
、
以
下
の
と
お
り
、
標
準

的
方
式
（
Ｓ
Ａ

－

Ｃ
Ｖ
Ａ
）
と
基
礎

的
方
式
（
Ｂ
Ａ

－

Ｃ
Ｖ
Ａ
）
と
い
う

二
つ
の
計
測
手
法
に
加
え
、
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
取
引
の
規
模
が
小
さ
な
金
融

機
関
向
け
の
簡
便
法
が
用
意
さ
れ
た

（
図
表
１
）。
こ
の
う
ち
、
Ｓ
Ａ

－

Ｃ
Ｖ
Ａ
は
、
会
計
と
の
整
合
性
や
ヘ

ッ
ジ
効
果
の
勘
案
に
優
れ
た
リ
ス
ク

感
応
的
な
手
法
と
な
っ
て
お
り
、
前

章
で
述
べ
た
現
行
規
制
の
三
つ
の
課

題
に
対
処
す
る
た
め
、
以
下
の
対
応

が
と
ら
れ
て
い
る
（
図
表
２
）。

■
Ｆ
Ｒ
Ｔ
Ｂ
と
の
整
合
性

　

新
規
制
で
は
、
16
年
１
月
に
バ
ー

ゼ
ル
委
が
合
意
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ

ス
ク
規
制
の
抜
本
的
な
改
定
枠
組
み

で
あ
る
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
ス
ク
の
最

低
所
要
自
己
資
本
」（
Ｆ
Ｒ
Ｔ
Ｂ
、

注
１
）
で
採
用
さ
れ
た
手
法
と
整
合

的
な
手
法
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
取

引
相
手
方
の
信
用
力
の
変
動
に
よ
る

Ｃ
Ｖ
Ａ
変
動
リ
ス
ク
の
み
で
な
く
、

市
場
要
因
に
よ
る
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ

ー
の
変
動
に
伴
う
Ｃ
Ｖ
Ａ
変
動
リ
ス

ク
も
捕
捉
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

バ
ー
ゼ
ル
委
が
15
年
７
月
に
公
表

し
た
市
中
協
議
文
書
に
お
い
て
は
、

Ｆ
Ｒ
Ｔ
Ｂ
の
内
部
モ
デ
ル
と
同
様
、

ス
ト
レ
ス
期
の
期
待
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー

ル
を
ベ
ー
ス
に
し
た
内
部
モ
デ
ル
手

法
（
Ｉ
Ｍ
Ａ

－

Ｃ
Ｖ
Ａ
）
も
提
案
さ

れ
て
い
た
が
、
Ｃ
Ｖ
Ａ
は
ト
レ
ー
デ

ィ
ン
グ
勘
定
で
保
有
す
る
商
品
よ
り

も
計
測
手
法
が
複
雑
で
モ
デ
ル
リ
ス

ク
も
高
い
こ
と
か
ら
、
最
終
文
書
に

お
い
て
Ｉ
Ｍ
Ａ

－

Ｃ
Ｖ
Ａ
は
採
用
さ

れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
一
方
、

Ｓ
Ａ

－

Ｃ
Ｖ
Ａ
に
つ
い
て
は
Ｆ
Ｒ
Ｔ

Ｂ
と
同
様
、
感
応
度
を
ベ
ー
ス
に
し

た
手
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

■
会
計
と
規
制
の
差
異
解
消

　

Ｓ
Ａ

－

Ｃ
Ｖ
Ａ
に
お
け
る
感
応
度

の
前
提
と
な
る
Ｃ
Ｖ
Ａ
に
つ
い
て
は
、

会
計
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
反

映
し
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
新
規

制
で
は
会
計
と
規
制
の
整
合
性
を
重
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視
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
計
測
モ
デ
ル
に

お
い
て
は
Ｉ
Ｍ
Ｍ
で
は
な
く
会
計
上

で
使
用
す
る
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
計

測
モ
デ
ル
を
採
用
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
会
計
上
の
Ｃ
Ｖ
Ａ
と
規
制

上
の
Ｃ
Ｖ
Ａ
の
間
で
、
モ
デ
ル
・
カ

リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
使
用
す
る
市
場

デ
ー
タ
等
を
共
通
化
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ま
た
、
マ
ー
ジ
ン
ピ
リ
オ

ド
の
設
定
や
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
認
識

等
に
つ
い
て
も
、
会
計
と
の
差
異
を

解
消
す
る
観
点
か
ら
、
保
守
的
な
規

制
要
件
は
緩
和
さ
れ
て
い
る
。

■
適
格
ヘ
ッ
ジ
の
範
囲
拡
大

　

現
行
規
制
に
お
い
て
限
定
的
に
し

か
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
適
格
ヘ

ッ
ジ
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ａ

－

Ｃ
Ｖ
Ａ
に

お
い
て
は
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
変
動

に
対
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
ヘ
ッ
ジ
も
勘

案
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

Ｂ
Ａ

－

Ｃ
Ｖ
Ａ
に
お
い
て
も
プ
ロ
キ

シ
ー
ヘ
ッ
ジ
が
適
格
ヘ
ッ
ジ
と
し
て

認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ヘ
ッ
ジ

を
よ
り
適
切
な
か
た
ち
で
所
要
資
本

に
反
映
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

な
お
、
適
格
ヘ
ッ
ジ
と
し
て
認
め
ら

れ
る
取
引
は
、
Ｃ
Ｖ
Ａ
リ
ス
ク
の
枠

組
み
で
捕
捉
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

所
要
自
己
資
本
の
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト

を
避
け
る
観
点
か
ら
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

リ
ス
ク
（
Ｆ
Ｒ
Ｔ
Ｂ
）
の
計
測
対
象

か
ら
は
除
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

な
お
、
Ｃ
Ｖ
Ａ
リ
ス
ク
の
計
測
対

象
取
引
は
、
適
格
中
央
清
算
機
関

（
Ｑ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）
を
通
じ
た
取
引
を
除

く
す
べ
て
の
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
お

よ
び
会
計
上
で
時
価
評
価
さ
れ
る
証

券
金
融
取
引
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
取
引
に
対
す
る
Ｃ
Ｖ
Ａ
の

適
格
ヘ
ッ
ジ
取
引
も
対
象
取
引
と
な

る
。

計測手法 内容

ヘッジ効果

当局承認 部分適用クレジッ
ト

マーケッ
ト

標準的方式
（SA-CVA）

・ FRTBの標準的方式同様、
リスク感応度をベースとした計
測手法

・会計と規制の整合性向上やヘ
ッジの勘案等に優れた手法

○ ○ 必要

可能

基礎的方式
（BA-CVA）

・従来の標準的リスク測定方式
を改良（CCRのエクスポージ
ャー額等をもとにバーゼル委所
定の関数により計測）

○ × 不要

簡便法
・OTCデリバティブの想定元
本が1,000億ユーロ以下の銀
行のみが適用可能。CCRと同
水準の所要自己資本を求める

× × 当局裁量 不可

〔図表１〕 新たなＣＶＡリスクの枠組み

〔図表２〕 現行規制の課題をふまえた新規制での対応

エクスポージャー スプレッド

計測方法 ヘッジ 計測方法 ヘッジ

現行規制 IMM
勘案不可

（マーケットリ
スクで捕捉） 市場ベースのPD/

LGD（市場流動性
が低い銘柄はプロ
キシーによる推定）

勘案（ただし、プ
ロキシーヘッジは
勘案不可）

新規制
会計CVAで使用
するエクスポージ
ャー計測モデル

勘案可能 プロキシーヘッジ
も勘案可能
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各
計
測
手
法
の
概
要

■
標
準
的
方
式
（
Ｓ
Ａ

－

Ｃ
Ｖ
Ａ
）

　

Ｓ
Ａ

－

Ｃ
Ｖ
Ａ
は
標
準
的
方
式
と

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
モ
デ
ル
リ
ス
ク
の
高
さ
等
に

鑑
み
、
利
用
に
あ
た
り
当
局
承
認
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ

る
。
た
だ
し
、
担
保
を
十
分
に
受
け

取
る
等
、
Ｃ
Ｖ
Ａ
の
重
要
性
が
相
対

的
に
低
い
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ッ
ト
に

ま
で
一
律
に
Ｓ
Ａ

－

Ｃ
Ｖ
Ａ
の
計
測

を
求
め
る
こ
と
は
負
担
が
大
き
い
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ネ
ッ
テ
ィ

ン
グ
セ
ッ
ト
単
位
で
Ｓ
Ａ

－

Ｃ
Ｖ
Ａ

と
Ｂ
Ａ

－

Ｃ
Ｖ
Ａ
と
を
使
い
分
け
、

部
分
適
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。

　

Ｓ
Ａ

－

Ｃ
Ｖ
Ａ
で
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｔ
Ｂ

の
標
準
的
方
式
で
あ
る
感
応
度
方
式

を
用
い
て
所
要
自
己
資
本
額
を
計
算

す
る
。
感
応
度
と
は
、
原
資
産
価
格

や
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
等
の
リ
ス
ク
フ

ァ
ク
タ
ー
が
一
定
単
位
変
動
し
た
場

合
に
Ｃ
Ｖ
Ａ
金
額
が
ど
れ
だ
け
動
く

か
を
表
わ
し
た
指
標
で
あ
り
、
こ
れ

に
ス
ト
レ
ス
期
に
お
け
る
市
場
変
動

幅
（
当
局
指
定
の
Ｒ
Ｗ
）
を
乗
じ
て

各
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
に
対
す
る
所

要
自
己
資
本
額
を
計
算
す
る
。
そ
の

後
、
バ
ケ
ッ
ト
ご
と
、
リ
ス
ク
タ
イ

プ
ご
と
に
相
関
効
果
（
当
局
指
定
の

相
関
係
数
）
を
加
味
し
つ
つ
所
要
自

己
資
本
額
を
合
算
し
た
う
え
で
、
最

後
に
リ
ス
ク
タ
イ
プ
ご
と
の
所
要
自

己
資
本
額
を
、
相
関
効
果
を
勘
案
せ

ず
に
単
純
合
算
す
る
（
図
表
３
、
注

２
）。

　

な
お
、
Ｓ
Ａ

－

Ｃ
Ｖ
Ａ
は
月
次
ベ

ー
ス
で
の
当
局
報
告
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
最
低
限
、
月
次
ベ
ー
ス

で
Ｃ
Ｖ
Ａ
や
Ｃ
Ｖ
Ａ
感
応
度
を
計
算

で
き
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｖ

Ａ
の
リ
ス
ク
管
理
や
ヘ
ッ
ジ
に
責
任

を
持
つ
Ｃ
Ｖ
Ａ
デ
ス
ク
（
あ
る
い
は

類
似
し
た
機
能
）
を
設
置
し
て
い
る

こ
と
も
最
低
要
件
と
し
て
求
め
ら
れ

る
ほ
か
、
会
計
Ｃ
Ｖ
Ａ
の
ベ
ス
ト
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
を
反
映
し
た
要
件
（
Ｐ

Ｄ
／
Ｌ
Ｇ
Ｄ
の
推
定
、
エ
ク
ス
ポ
ー

ジ
ャ
ー
の
計
測
、
担
保
・
モ
デ
ル
の

内
部
管
理
に
係
る
要
件
等
）
の
遵
守

状
況
を
監
督
当
局
に
説
明
し
、
承
認

を
得
る
必
要
が
あ
る
。

■
基
礎
的
方
式
（
Ｂ
Ａ

－

Ｃ
Ｖ
Ａ
）

　

Ｂ
Ａ

－

Ｃ
Ｖ
Ａ
は
、
現
行
の
標
準

的
リ
ス
ク
測
定
方
式
を
Ｓ
Ａ

－

Ｃ
Ｖ

Ａ
等
と
整
合
的
に
な
る
よ
う
改
良
し

た
も
の
で
あ
る
。
現
行
の
標
準
的
リ

ス
ク
測
定
方
式
と
同
様
、
Ｃ
Ｃ
Ｒ
で

使
用
さ
れ
る
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
額

等
を
イ
ン
プ
ッ
ト
変
数
と
し
て
、
バ

ー
ゼ
ル
委
所
定
の
関
数
に
基
づ
き
所

要
自
己
資
本
額
が
計
算
さ
れ
る
。
Ｓ

Ａ

－

Ｃ
Ｖ
Ａ
は
、
Ｃ
Ｖ
Ａ
感
応
度
が

イ
ン
プ
ッ
ト
変
数
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
会
計
Ｃ
Ｖ
Ａ
を
計
算
し
て

い
な
い
場
合
に
は
計
算
で
き
な
い

が
、
Ｂ
Ａ

－

Ｃ
Ｖ
Ａ
は
会
計
Ｃ
Ｖ

Ａ
が
計
算
さ
れ
て
い
な
く
て
も
所

要
自
己
資
本
額
の
計
算
が
可
能
で

あ
る
。

　

現
行
の
標
準
的
リ
ス
ク
測
定
方

式
と
の
相
違
点
と
し
て
、
現
行
規

制
で
は
取
引
相
手
方
の
格
付
ご
と

に
Ｒ
Ｗ
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
に

対
し
、
新
た
な
枠
組
み
で
は
Ｆ
Ｒ

Ｔ
Ｂ
の
信
用
ス
プ
レ
ッ
ド
の
Ｒ
Ｗ

と
整
合
的
な
か
た
ち
で
、
業
種
お

よ
び
投
資
・
非
投
資
適
格
の
区
分

に
応
じ
て
Ｒ
Ｗ
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
、
Ｆ
Ｒ
Ｔ
Ｂ
の
Ｒ
Ｗ

は
ス
ト
レ
ス
期
の
信
用
ス
プ
レ
ッ

ド
の
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
を
も
と
に

決
定
さ
れ
て
い
る
が
、
前
提
と
な

る
流
動
性
ホ
ラ
イ
ズ
ン
の
期
間
は
、

現
行
の
標
準
的
リ
ス
ク
測
定
方
式

で
採
用
す
る
１
年
で
は
な
く
、
市

場
流
動
性
に
応
じ
、
信
用
ス
プ
レ

ッ
ド
で
あ
れ
ば
業
種
お
よ
び
投
資

・
非
投
資
適
格
の
区
分
に
応
じ
て
20

〜
60
日
の
長
さ
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ａ

－

Ｃ
Ｖ
Ａ
に
お
い
て

も
、
図
表
１
等
で
示
さ
れ
て
い
る
と

お
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
ヘ
ッ
ジ
を
適
格

ヘ
ッ
ジ
と
し
て
勘
案
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。
最
終
文
書
に
お
い

リスクタイプ バケット リスクファクター

取引相手方の信用
スプレッド セクター 個別ネーム／年限

一般金利 通貨ごと
・主要通貨は、イールドカーブ
／年限、インフレ率
・マイナー通貨は、イールドカ
ーブ、インフレ率

参照債務の信用
スプレッド クレジットの質／セクター 個別ネーム

株式 時価総額／地域／セクター 個別銘柄
コモディティ 商品種類 個別商品
外国為替 通貨ペアごと 通貨ペアごと

〔図表３〕 リスクタイプ、バケット、リスクファクターの種類
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て
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
ヘ
ッ
ジ
を
勘
案

す
る
場
合
（F

ull version

）
と
ク

レ
ジ
ッ
ト
ヘ
ッ
ジ
を
勘
案
し
な
い
場

合
（R

educed version

）
と
に
分

け
、
所
要
自
己
資
本
額
の
算
式
が
そ

れ
ぞ
れ
提
示
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と

も
、
両
者
は
別
物
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
ヘ
ッ
ジ
に
か
か

る
部
分
をF

ull version

の
式
か
ら

除
外
し
た
も
の
が
、R

educed 
version

の
式
と
な
る
。
ま
た
、F

ull 
version

に
お
い
て
は
、
取
引
相
手

方
を
直
接
参
照
す
る
シ
ン
グ
ル
ネ
ー

ム
Ｃ
Ｄ
Ｓ
以
外
に
も
、
法
的
関
連
性

を
有
す
る
企
業
や
同
一
地
域
・
業
種

の
企
業
を
参
照
す
る
シ
ン
グ
ル
ネ
ー

ム
Ｃ
Ｄ
Ｓ
に
よ
る
プ
ロ
キ
シ
ー
ヘ
ッ

ジ
を
行
っ
た
場
合
の
ヘ
ッ
ジ
効
果
も

一
定
程
度
反
映
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

■
簡
便
法 

　

簡
便
法
は
、
最
終
文
書
に
お
い
て

新
た
に
盛
り
込
ま
れ
た
手
法
で
あ
り
、

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
の
取
引
量
が
小
さ
く
、

Ｃ
Ｖ
Ａ
の
重
要
性
が
比
較
的
小
さ
い

金
融
機
関
向
け
に
用
意
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
マ
ー
ジ
ン

規
制
等
と
同
様
に
非
清
算
店
頭
デ
リ

バ
テ
ィ
ブ
の
想
定
元
本
に
基
づ
き
適

用
対
象
を
定
め
て
お
り
、
非
清
算
店

頭
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
の
想
定
元
本
が
１

０
０
０
億
ユーロ
以
下
の
金
融
機
関
に
つ

い
て
は
、
Ｃ
Ｖ
Ａ
の
所
要
自
己
資
本

を
Ｃ
Ｃ
Ｒ
に
対
す
る
所
要
自
己
資
本

と
同
額
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る

（
注
３
）。

　

た
だ
し
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の

絶
対
量
が
小
さ
く
と
も
、
監
督
当
局

が
相
対
的
に
重
要
性
が
高
い
と
判
断

し
た
金
融
機
関
に
対
し
て
は
、
簡
便

法
の
適
用
を
認
め
な
い
こ
と
が
可
能

と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
簡
便
法
を

適
用
す
る
場
合
に
は
、
Ｓ
Ａ

－

Ｃ
Ｖ

Ａ
や
Ｂ
Ａ

－
Ｃ
Ｖ
Ａ
と
の
部
分
適
用

は
認
め
ら
れ
ず
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

全
体
に
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

＊　

＊　

＊

　

Ｃ
Ｖ
Ａ
の
新
た
な
枠
組
み
は
、
22

年
１
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。
新
た
な
枠
組
み
は
、
現

行
規
制
に
お
け
る
課
題
を
改
善
す
る

こ
と
で
、
金
融
機
関
の
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
リ
ス
ク
管
理
の
実
務
を

よ
り
適
切
な
か
た
ち
で
所
要
自
己
資

本
額
の
計
測
に
反
映
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
今
般
合

意
さ
れ
た
新
た
な
規
制
枠
組
み
が
今

後
、
本
邦
金
融
機
関
に
お
け
る
カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
リ
ス
ク
管
理
の

さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

（
本
稿
で
示
さ
れ
た
意
見
は
執
筆
者
に

属
し
、
必
ず
し
も
執
筆
者
が
所
属
す
る

組
織
の
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。）

（
注
）１　

Ｆ
Ｒ
Ｔ
Ｂ
で
は
、
09
年
７
月
に

公
表
さ
れ
た
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
勘
定

お
よ
び
証
券
化
商
品
の
取
扱
い
強
化

の
た
め
の
枠
組
み
（
バ
ー
ゼ
ル

２・
５
）
で
採
用
さ
れ
て
い
た
マ
ー

ケ
ッ
ト
リ
ス
ク
の
計
測
手
法
を
大
き

く
見
直
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

内
部
モ
デ
ル
方
式
に
お
い
て
は
、
バ

ー
ゼ
ル
２・５
に
お
け
る
通
常
Ｖ
ａ

Ｒ
と
ス
ト
レ
ス
Ｖ
ａ
Ｒ
の
合
算
に
よ

る
リ
ス
ク
計
測
を
、
リ
ス
ク
フ
ァ
ク

タ
ー
の
市
場
流
動
性
も
勘
案
し
た
う

え
で
、
ス
ト
レ
ス
期
の
期
待
シ
ョ
ー

ト
ホ
ー
ル
に
一
本
化
し
て
い
る
。
ま

た
、
標
準
的
方
式
に
お
い
て
は
リ
ス

ク
感
応
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
感

応
度
を
ベ
ー
ス
に
し
た
手
法

（Sensitivity based approach

）

を
採
用
し
て
い
る
。

２　

Ｆ
Ｒ
Ｔ
Ｂ
の
感
応
度
方
式
と
比

較
し
た
場
合
、
Ｃ
Ｖ
Ａ
の
ほ
う
が
ト

レ
ー
デ
ィ
ン
グ
勘
定
で
保
有
す
る
商

品
よ
り
計
算
負
荷
が
高
い
こ
と
か
ら
、

リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
の
粒
度
を
下
げ

る
と
と
も
に
、
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー

に
対
す
る
一
次
の
感
応
度
の
み
（
デ

ル
タ
リ
ス
ク
、
ベ
ガ
リ
ス
ク
）
を
計

測
対
象
と
し
て
高
次
の
感
応
度
（
カ

ー
ベ
チ
ャ
ー
リ
ス
ク
）
の
計
測
は
不

要
と
す
る
と
い
っ
た
簡
素
化
が
図
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
捕
捉
さ
れ

な
い
リ
ス
ク
を
補
完
す
る
た
め
、
モ

デ
ル
乗
数
（m

C
VA

）
や
所
要
自
己
資

本
の
計
測
式
が
若
干
保
守
的
に
設
定

さ
れ
て
い
る
。

３　

わ
が
国
の
規
制
に
お
い
て
国
内

基
準
行
（
非
内
部
モ
デ
ル
採
用
行
）

に
認
め
ら
れ
て
い
る
簡
便
的
リ
ス
ク

測
定
方
式
と
非
常
に
類
似
し
た
内
容

と
な
っ
て
い
る
（
わ
が
国
で
は
Ｃ
Ｃ

Ｒ
の
１
５
０
％
を
Ｃ
Ｖ
Ａ
の
所
要
自

己
資
本
と
見
な
す
）。

ま
え
だ　

そ
う
い
ち

06
年
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
卒
、
08

年
同
大
学
院
経
営
シ
ス
テ
ム
工
学
科

修
士
課
程
修
了
。
08
年
リ
ー
マ
ン
・

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
証
券
会
社
入
社
後
、
08

〜
14
年
有
限
責
任
あ
ず
さ
監
査
法
人

金
融
事
業
部
を
経
て
、
14
〜
17
年
金

融
庁
健
全
性
基
準
室
に
て
バ
ー
ゼ
ル

委
の
交
渉
や
国
内
実
施
を
担
当
。
18

年
１
月
か
ら
現
職
。
公
認
会
計
士
。

は
せ
が
わ　

た
つ
や

06
年
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
、

日
本
銀
行
入
行
。
12
年
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
行
政
学
修
士
。
決
済
機
構
局
等

を
経
て
、
17
年
６
月
か
ら
現
職
。
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